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は

じ

め

に 

中
米
と
く
に
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
対
す
る
米
国
の
介
入
を
め
ぐ
る
紛
争
に

つ
い
て
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
訴
え
を
受
け
た
国
際
司
法
裁
判
所
（
以
下
、

Ｉ
Ｃ
Ｊ
と
略
）
は
、
米
国
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
取
り
上
げ
、

米
国
の
行
動
が
国
際
法
に
違
反
す
る
と
判
決
し
た
。
こ
の
判
決
に
対
す

る
評
価
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
米
国
自
身
が
当
該
紛
争
の
政
治
性
を

強
調
し
、
こ
の
種
の

は
司
法
的
解
決
に
適
さ
な
い
、
と
主
張
し
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
主
張
の
当
否
を
吟
味
す
る

た
め
、
ま
ず
、
当
該
紛
争
に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
判
決
（
管
轄
権
お
よ
び
本

案
）
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
次
い
で
、
い
わ
ゆ
る
政
治
的
紛
争
と
司
法

的
解
決
の
か
か
わ
り
合
い
を
検
討
し
、
最
後
に
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
紛
争
に

対
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
取
組
み
そ
の
も
の
に
判
断
を
く
だ
す
こ
と
と
し
た
い
。 

紛
争

    

ニ
カ
ラ
グ
ア
紛
争
と
司
法
的
解
決 
   

―
―
政
治
的
紛
争
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ 

安
藤 

仁
介 

(

3) 

(

2) 

(

1) 

 

（
１
）Case concerning M

ilitary and Param
ilitary Activities in 

and against N
icaragua , Reports of Judgm

ents, A
dvisory 

O
pinions and O

rders of the International Court of Justice, 
1984, p. 392 ff

（
以
下
、
〔1984

〕I. C
. J. 392

 

の
よ
う
に
表
記
）
。

（
２
）
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他
の
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掲
げ
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ほ
か
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え
ば
、 “Legal and Po-

litical Issues in the Central A
m
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of the Am
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 (1987), p. 40 ff ; 

F. L. K
irgis, Jr., “ N

icaragua v. U
nited States as a Prece-

dent,” Am
erican Journal of International Law

, Vol. 79 
(1985), p. 652 ff

〔
以
下
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M . J. IN
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）
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よ
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ic’ and the ‘Real’,” ibid.  657; J. N
.  

M
oore, “The Secret W

ar in Central Am
erica and the Fu- 

ture of W
orld O

rder,” 80 ibid. 43 (1986); W
. M

. Reism
an, 

“H
as the International Court E

xceeded its Jurisdiction?” 
ibid. 128; 81 ibid. 77 ff (1987)

の
諸
論
文
、M

. L. W
agner, 

“Jurisdiction by E
stoppel in the International C

ourt of
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Justice,” California Law
 Review

, Vol. 74 (1986), p. 1777 ff ; 
B.S. Chim

ni, “The International Court and the M
aintenance 

of Peace and Security: The N
icaragua D

ecision and the 
U

nited States Response,” International and Com
parative Law 

Q
uarterly , Vol. 35 (1986), p. 960 ff ; P. W

. K
han,“From

 
N

urem
berg to the H

ague: The U
nited States Position in 

N
icaragua v. U

nited States and the D
evelopm

ent of Inter-
national Law,” Yale Journal of International Law

, Vol. 12 
(1987), p. 1 ff ; K

. H
ighet, “You C

an Run but You C
an’t  

H
ide

―
―Reflections on the U

.S. Position in the N
icaragua 

C
ase,” Virginia Journal of International Law

, Vol. 27 (1987), 
p. 550 ff. 

（
３
）International Legal M

aterials, Vol. 24 (1985), p. 246 ff

〔
以
下
、24 I. L. M

. 246 (1985) 
の
よ
う

表
記
〕
。 
に

 

ニ
力
ラ
グ
ア
紛
争
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ
判
決 

一

（
１
） 

ニ
カ
ラ
グ
ア
の
提
訴
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
命
令 

一
九
八
四
年
四
月
九
日
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
米
国
を
相
手
ど
っ
て
Ｉ
Ｃ

Ｊ
に
訴
え
を
お
こ
し
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
対
す
る
米
国
の
軍
事
的
・
準
軍

事
的
行
動
―
―
具
体
的
に
は
、
反
政
府
軍
（
コ
ン
ト
ラ
）
の
支
援
や
領

海
・
領
空
の
侵
犯
な
ど
―
―
が
国
際
法
に
違
反
す
る
旨
の
判
決
を
く
だ

す
よ
う
に
求
め
た
。
同
時
に
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
米
国
に
こ
れ

ら
の
行
動
を
停
止
す
る
よ
う
に
命
令
す
る
こ
と
を
も
要
請
し
た
。 

(
) 

こ
れ
に
対
し
米
国
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
訴
え
を
取
り
上

げ
る
管
轄
権
が
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
停
止
命
令
を
発
す
る
権
限
も
な
い
と

反
論
し
た
。
し
か
し
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
こ
の
反
論
を
認
め
ず
、
同
年
五
月
一
〇

日
、
米
国
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
港
湾
へ
の
通
航
を
脅
か
す
行
為
を
差
し
控
え

る
こ
と
、
お
よ
び
両
国
が
事
態
を
悪
化
さ
せ
る
よ
う
な
行
動
を
と
ら
な

い
こ
と
、
を
命
じ
る
仮
保
全
措
置
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が

ニ
カ
ラ
グ
ア
の
訴
え
を
取
り
上
げ
る
管
轄
権
を
有
す
る
か
否
か
、
の
審

理
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。 

(
) 

1

（
２
） 

管
轄
権
判
決
と
米
国
の
対
応 

周
知
の
と
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
特
定
の
紛
争
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す

る
た
め
に
は
、
当
該
紛
争
の
両
当
事
国
の
合
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の

合
意
は
通
常
、
当
該
紛
争
を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
付
託
す
る
旨
の
両
当
事
国
の
特

別
合
意
（com

prom
is

）
に
よ
る
が
、
両
当
事
国
が
あ
ら
か
じ
め
他
の
条

約
で
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
を
受
諾
し
て
い
る
場
合
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
規
程
第
三

六
条
二
項
に
基
づ
く
管
轄
権
受
諾
宣
言
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
い
ず

れ
か
一
方
の
当
事
国
の
訴
え
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
管
轄
権
を
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
他
方
の
当
事
国
に
応

訴
義
務
が
生
じ
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
強
制
的
管
轄
権
を
も
つ

と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。 

本
件
の
場
合
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
と
米
国
の
間
に
は
そ
う
し
た
特
別
合
意

が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
の
根
拠

を
、
㈠
Ｉ
Ｃ
Ｊ
規
程
第
三
六
条
二
項
に
基
づ
き
米
国
が
一
九
四
六
年
に

な
し
た
管
轄
権
受
諾
宣
言
と
、
自
国
が
一
九
二
九
年
に
な
し
た
常
設
国

(

2) 

3
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際
司
法
裁
判
所
（
以
下
、
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
と
略
）
の
管
轄
権
受
諾
宣
言
が
Ｉ
Ｃ

Ｊ
規
程
第
三
六
条
五
項
に
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
受
諾
と
み
な
さ
れ
る

結
果
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
有
す
る
強
制
的
管
轄
権
、
お
よ
び
㈡
一
九
五

六
年
の
米
国
＝
ニ
カ
ラ
グ
ア
友
好
通
商
航
海
条
約
第
二
四
条
二
項
に
よ

り
、
同
条
約
の
解
釈
・
適
用
を
め
ぐ
る
紛
争
を
両
国
が
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
付
託

す
る
こ
と
に
合
意
し
て
い
る
事
実
、
に
求
め
た
。 

(
) 

他
方
、
米
国
は
、
㈠
Ｉ
Ｃ
Ｊ
規
程
第
三
六
条
に
基
づ
く
強
制
的
管
轄

権
に
つ
い
て
、
⑴
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
一
九
二
九
年
に
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
の
管
轄
権

受
諾
宣
言
を
し
た
が
、
そ
の
後
同
宣
言
の
批
准
書
を
寄
託
し
て
い
な
い

た
め
、
同
宣
言
は
発
効
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
規
程
第
三
六
条

五
項
は
適
用
さ
れ
な
い
、
⑵
一
九
四
六
年
に
米
国
が
な
し
た
管
轄
権
受

諾
宣
言
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
提
訴
の
三
日
前
、
一
九
八
四
年
四
月
六
日
に

米
国
が
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
あ
て
た
通
告
（「
一
九
四
六
年
の
管
轄
権
受
諾
宣
言
は
、

中
米
の
国
家
と
の
紛
争
や
中
米
に
お
け
る
事
件
か
ら
生
じ
た
紛
争
に
は
、
適
用

さ
れ
な
い
」
と
す
る
）
の
効
果
に
よ
り
、
本
件
に
は
及
ば
な
い
、
⑶
ま
た

一
九
四
六
年
の
宣
言
に
は
、
「
こ
の
宣
言
は
、
多
数
国
間
条
約
の
も
と

で
生
じ
た
紛
争
に
は
、
当
該
紛
争
に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
判
決
に
よ
り
影
響

を
受
け
る
す
べ
て
の
同
条
約
当
事
国
が
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
お
け
る
審
理
の
当
事

者
と
な
ら
な
い
限
り
、
及
ば
な
い
」
と
の
留
保
が
付
さ
れ
て
お
り
、
か

つ
ニ
カ
ラ
グ
ア
が
国
際
連
合
憲
章
や
米
州
機
構
憲
章
な
ど
の
多
数
国
間

条
約
の
米
国
に
よ
る
違
反
を
申
し
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
、
エ
ル
サ
ル
バ

ド
ル
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
判
決
の
影
響

を
受
け
る
諸
国
が
本
件
の
当
事
者
と
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
同
宣
言
は

本
件
に
及
ば
な
い
、
㈡
さ
ら
に
、
一
九
五
六
年
の
友
好
通
商
航
海
条
約

に
つ
い
て
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
提
訴
の
段
階
で
は
こ
の
条
約
に
言
及
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
審
理
段
階
に
入
っ
て
か
ら
こ
れ
を
追
加
す

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
反
論
し
た
。 

(
) 

4

し
か
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
一
九
八
四
年
一
一
月
二
六
日
、
本
件
に

対
す
る
自
ら
の
強
制
的
管
轄
権
を
認
め
る
判
決
を
く
だ
し
た
。 

ま
ず
、
米
国
の
反
論
㈠
―
⑴
に
つ
い
て
、
判
決
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
が
一

九
二
九
年
の
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
管
轄
権
受
諾
宣
言
の
後
に
、
そ
の
批
准
書
を
寄

託
し
な
か
っ
た
事
実
を
認
め
た
が
、
こ
の
手
続
的
瑕
疵
は
Ｉ
Ｃ
Ｊ
規
程

第
三
六
条
五
項
の
適
用
を
妨
げ
な
い
、
と
判
示
し
た
。
判
決
に
よ
れ
ば
、

同
項
は
「
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
規
程
第
三
六
条
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
宣
言
で

な
お
効
力
を
有
す
る
（still in force

）
も
の
は
…
…
（
当
該
）
宣
言
が

今
後
存
続
す
べ
き
期
間
中
…
…
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
義
務
的
管
轄
を
受
諾
し
て
い

る
も
の
と
み
な
す
」
と
規
定
し
て
お
り
、
「
な
お
効
力
を
有
す
る
」
の

仏
文
（dont la durée n’est pas encore expirée

）
を
考
慮
す
れ
ば
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
の
宣
言
は
こ
の
な
か
に
含
ま
れ
、
同
国
が
一
九
四
五
年
に

国
際
連
合
の
原
加
盟
国
と
な
っ
た
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
規
程
は
国
際
連
合
憲
章
と
不

可
分
の
一
体
を
な
す
）
際
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
義
務
的
管
轄
権
を
受
諾
し
た
も

の
と
み
な
さ
れ
う
る
。
ま
た
判
決
は
、
一
九
二
九
年
の
宣
言
の
批
准
書

5
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が
寄
託
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
註
釈
付
き
で
は
あ
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
年
鑑

が
一
九
四
六
年
以
降
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
規
程
第
三
六
条
五
項
に

よ
り
強
制
的
管
轄
権
を
認
め
た
国
家
の
リ
ス
ト
に
加
え
つ
づ
け
、
ニ
カ

ラ
グ
ア
も
こ
れ
を
否
定
し
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
同
国

は
管
轄
権
受
諾
を
黙
認
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
述
ベ

た
。
た
だ
し
こ
の
解
釈
に
対
し
て
は
、
法
廷
を
構
成
す
る
一
六
名
（
う

ち
一
名
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
が
任
命
し
た
臨
時
の
裁
判
官
）
の
裁
判
官
の
う
ち
、

五
名
が
反
対
を
表
明
し
て
い
る
。 

(
) 

(
) 

次
に
判
決
は
、
米
国
の
反
論
㈠
―
⑵
に
つ
い
て
、
米
国
の
一
九
四
六

年
の
宣
言
が
「
こ
の
宣
言
は
…
…
こ
れ
を
終
了
す
る
旨
の
通
告
の
後
、

六
ヵ
月
が
経
過
す
る
ま
で
効
力
を
有
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
事
実
に
着

目
し
、
米
国
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
提
訴
の
三
日
前
に
な
し
た
通
告
は
、
一
九

四
六
年
の
宣
言
の
部
分
的
終
了
と
み
な
さ
れ
、
当
該
通
告
の
効
果
発
生

に
は
六
ヵ
月
が
経
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
強
制
的
管
轄
権
が
本
件
に
及
ば
な
い
と
判
断
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
、
と
結
論
し
た
。
こ
の
結
論
に
対
し
て
も
、
三
名
の
裁
判
官
が

反
対
意
見
の
な
か
で
異
論
を
唱
え
て
い
る
。
な
お
米
国
の
反
論
㈠
―
⑶

に
つ
い
て
、
判
決
は
、
こ
の
反
論
は
本
件
の
実
体
事
項
に
関
係
す
る
た

め
、
そ
の
審
理
は
本
案
審
理
に
含
め
る
、
と
判
示
し
た
。 

(

10) 

(
) 

(
) 

ま
た
判
決
は
、
米
国
の
反
論
㈡
に
つ
い
て
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
が
提
訴
の

段
階
で
一
九
五
六
年
の
友
好
通
商
航
海
条
約
に
言
及
し
て
い
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
後
に
同
条
約
を
管
轄
権
の
根
拠
と
し
て
援
用
す
る
こ
と
は
、

そ
れ
が
本
件
の
事
案
を
変
更
す
る
も
の
で
な
い
限
り
、
認
め
ら
れ
る
と

判
示
し
た
。 

(

11) 

6

8

7

9

こ
の
よ
う
に
判
決
は
、
本
件
に
対
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
管
轄
権
を
有
す
る
、

と
結
論
し
た
が
、
米
国
は
な
お
、
⑴
本
件
の
他
の
利
害
関
係
国
が
出
廷

し
て
い
な
い
、
⑵
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
米
国
の
違
法
な
武
力
行
使
等
を
問
題

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
国
際
連
合
憲
章
の
も
と
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
で
は
な

く
安
全
保
障
理
事
会
の
専
権
事
項
と
さ
れ
て
い
る
、
⑶
こ
れ
に
関
連
し

て
、
国
際
連
合
憲
章
第
五
一
条
の
自
衛
権
も
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
も

安
全
保
障
理
事
会
の
専
権
事
項
で
あ
る
、
⑷
本
件
の
よ
う
な
進
行
中
の

紛
争
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
司
法
機
能
に
な
じ
ま
な
い
、

⑸
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
コ
ン
タ
ド
ー
ラ
手
続
の
よ
う
な
、
確
立
さ
れ
た
中
米

の
紛
争
解
決
手
続
を
尽
く
し
て
い
な
い
等
の
理
由
を
あ
げ
、
本
件
の
受

理
可
能
性
（adm

issibility

）
を
争
っ
た
。
し
か
し
判
決
は
、
そ
の
す
べ

て
を
否
定
し
て
、
本
案
審
理
へ
と
進
ん
だ
の
で
あ
る
。 

(

12) 

こ
の
管
轄
権
に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
判
決
、
と
く
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
規
程
第
三
六

条
に
基
づ
く
強
制
的
管
轄
権
の
有
無
に
関
す
る
解
釈
に
つ
い
て
は
、
五

名
の
裁
判
官
が
反
対
し
た
事
実
が
示
す
と
お
り
、
問
題
が
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
は
た
し
て
米
国
は
、
一
九
八
五
年
一
月
一
八
日
に
至
っ

て
声
明
を
発
表
し
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
政
治
的
利
用
を
非

難
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
判
決
が
法
と
事
実
に
反
す
る
も

(

13) 
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の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
、
以
後
本
件
の
審
理
に
参
加
せ
ず
、
本
件
に
関

し
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
く
だ
す
判
決
に
対
す
る
自
己
の
権
利
を
留
保
す
る
旨
を

明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
同
年
一
〇
月
七
日
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
本
案
判
決
に

先
立
っ
て
、
米
国
は
一
九
四
六
年
の
管
轄
権
受
諾
宣
言
そ
の
も
の
を
終

了
さ
せ

と
通
告
し
た
。 

(

14) 

(
15) 

る

（
３
） 

本
案
判
決 

か
く
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
米
国
の
不
参
加
の
ま
ま
、
本
案
審
理
を
進
め

ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
判
決
の
基
礎

と
な
る
事
実
認
定
ほ
か
の
審
理
手
続
を
公
正
に
進
め
る
う
え
で
、
多
く

の
困
難
を
も
た
ら
し
た
が
、
と
も
か
く
も
一
九
八
六
年
六
月
二
七
日
、

Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
本
案
判
決
を
く
だ
し
た
。
本
案
判
決
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
申

立
て
を
一
六
点
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
結
論
を
く
だ
し
て
お
り
、

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
以
下
の
よ
う
に
整

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

判
決
は
ま
ず
、
管
轄
権
判
決
で
本
案
審
理
に
回
さ
れ
た
米
国
の
留
保

―
―
多
数
国
間
条
約
の
も
と
で
生
じ
た
紛
争
は
、
当
該
紛
争
に
関
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｊ
判
決
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
す
べ
て
の
同
条
約
当
事
国
が
Ｉ
Ｃ

Ｊ
に
お
け
る
審
理
の
当
事
者
と
な
ら
な
い
限
り
、
管
轄
権
受
諾
宣
言
の

対
象
か
ら
は
ず
す
―
―
が
本
件
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
、
国
際
連

合
憲
章
や
米
州
機
構
憲
章
上
の
問
題
は
本
件
の
審
理
か
ら
除
か
れ
る
、

と
判
示
し
た
。
そ
の
た
め
審
理
の
焦
点
は
、
米
国
の
行
動
が
も
っ
ぱ
ら

慣
習
国
際
法
と
友
好
通
商
航
海
条
約
に
違
反
す
る
か
否
か
、
に
絞
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。 

(
) 16

慣
習
国
際
法
に
関
し
て
判
決
は
、
⑴
米
国
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
反
政
府

軍
（
コ
ン
ト
ラ
）
の
訓
練
、
武
装
、
財
政
、
兵
站
な
ど
に
支
援
を
与
え

た
、
⑵
米
国
が
一
九
八
三
年
か
ら
八
四
年
に
か
け
て
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
領

内
の
い
く
つ
か
の
港
湾
、
基
地
、
施
設
を
攻
撃
し
た
、
⑶
偵
察
飛
行
な

ど
に
よ
っ
て
、
米
国
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
領
空
を
侵
犯
し
た
、
⑷
米
国
が

一
九
八
四
年
に
エ
ル
・
ブ
ル
ッ
フ
、
コ
リ
ン
ト
、
プ
ェ
ル
ト
・
サ
ン
デ

ィ
ー
ノ
の
港
の
周
辺
に
水
雷
を
敷
設
し
た
、
⑸
米
国
が
こ
の
水
雷
敷
設

に
つ
い
て
国
際
海
運
業
界
に
公
式
の
警
告
を
与
え
な
か
っ
た
た
め
、
水

雷
の
破
裂
に
よ
り
人
的
・
物
的
損
害
が
発
生
し
た
、
な
ど
の
諸
事
実
を

認
定
し
、
米
国
の
こ
れ
ら
の
行
動
は
、
慣
習
国
際
法
の
禁
じ
る
内
政
不

干
渉
、
武
力
の
行
使
、
主
権
の
侵
害
に
あ
た
る
、
と
結
論
し
た
。
ま
た
、

こ
の
う
ち
、
⑵
の
港
湾
、
基
地
、
施
設
の
攻
撃
や
、
⑷
の
水
雷
敷
設
、

お
よ
び
⑹
一
九
八
五
年
に
米
国
が
発
し
た
ニ
カ
ラ
グ
ア
船
舶
米
国
入
港

禁
止
令
が
、
い
ず
れ
も
両
国
間
の
友
好
通
商
航
海
条
約
の
目
的
と
両
立

せ
ず
、
同
条
約
に
違
反
す
る
、
と
結
論
し
た
。
た
だ
し
、
小
田
、
ジ
ェ

ニ
ン
グ
ス
、
シ
ュ
ウ
ェ
ー
ベ
ル
の
三
裁
判
官
は
、
慣
習
国
際
法
違
反
の

認
定
に
対
し
て
反
論
を
加
え
、
友
好
通
商
航
海
条
約
の
違
反
に
つ
い
て

も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
角
度
か
ら
判
決
を
批
判
し
て
い
る
。 

(

18) 

(
) 

(

19) 

と
こ
ろ
で
米
国
は
、
管
轄
権
審
理
の
段
階
に
お
い
て
、
米
国
の
行
動

17
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が
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
近
隣
諸
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
に
対
抗
す
べ
き
「
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
」
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
、
と
主
張
し
て
い
た
。

本
案
判
決
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
⑺
一
九
七
九
年
七
月
か
ら
一
九
八
一

年
初
頭
に
か
け
て
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
反
政
府
軍
の
手
許
に
ニ
カ
ラ

グ
ア
領
か
ら
武
器
が
流
入
し
た
、
⑻
一
九
八
二
年
、
八
三
年
、
八
四
年

に
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
と
コ
ス
タ
リ
カ
の
領
域
に
対
し
て
ニ
カ
ラ
グ
ア
側

か
ら
越
境
攻
撃
が
加
え
ら
れ
た
、
な
ど
の
事
実
を
認
定
し
た
。
た
だ
し

判
決
は
、
集
団
的
自
衛
権
が
行
使
さ
れ
る
前
提
と
し
て
、
攻
撃
さ
れ
る

国
家
が
そ
の
事
実
を
認
め
、
か
つ
第
三
国
に
対
し
て
明
白
に
救
援
を
求

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
判
示
し
た
う
え
で
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル

が
米
国
に
対
す
る
救
援
要
請
の
存
在
を
明
白
に
認
め
た
の
は
、
一
九
八

四
年
の
こ
と
に
す
ぎ
ず
、
米
国
の
行
動
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
て

い
る
、
ま
た
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
や
コ
ス
タ
リ
カ
が
同
種
の
要
請
を
し
た
形

跡
は
な
い
、
と
認
定
し
た
。
さ
ら
に
判
決
は
、
「
慣
習
国
際
法
上
、
他

国
の
反
政
府
派
に
対
す
る
武
器
の
供
与
自
体
は
当
該
国
家
に
対
す
る
武

力
攻
撃
と
み
な
さ
れ
な
い
」
た
め
、
結
局
、
米
国
の
行
動
は
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
と
し
て
正
当
化
さ
れ
え
な
い
、
と
結
論
し
た
。
も
っ
と
も
、

こ
の
結
論
に
対
し
て
は
、
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
、
シ
ュ
ウ
ェ
ー
ベ
ル
両
裁
判

官
の
鋭
い
反
論
が
あ
る
。 

(
) 

(

22) 

(

21) 

な
お
判
決
は
、
米
国
が
慣
習
国
際
法
お
よ
び
友
好
通
商
航
海
条
約
に

違
反
す
る
行
為
を
差
し
控
え
る
こ
と
、
両
国
が
国
際
法
に
従
っ
て
紛
争

の
平
和
的
解
決
を
は
か
る
こ
と
、
米
国
が
上
記
の
違
反
か
ら
生
じ
た
損

害
を
賠
償
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
具
体
的
な
損
害
の
認
定
は
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が

な
す
こ
と
を
付
言
し
た
。
た
だ
し
米
国
は
、
さ
き
の
声
明
で
Ｉ
Ｃ
Ｊ
判

決
に
対
す
る
自
己
の
権
利
を
留
保
し
て
お
り
、
今
日
ま
で
こ
れ
を
無
視

し
つ
づ
け
て

る
。 (

23) 

20

い

（
１
）

Paras. 1

―2. 
 

 

〔1984

〕I. J. 4

―7, 

（
２
） Ibid. 10, Para. 12. 

（
３
） Ibid. 21

23, Para. 41. 

―

（
４
） Ibid. 396, Para. 8. 

（
５
） Ibid. 400, Para. 17 ; 403, para. 23 ; 411, Para. 44 ; 415

―416, Paras. 52

―53 ; 426, Para. 78. 

管
轄
権
受
諾
宣
言
に
関
連

し
て
、
同
宣
言
に
付
さ
れ
る
留
保
の
問
題
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
に

立
ち
入
ら
な
い
。
留
保
の
問
題
一
般
に
つ
い
て
は
、
田
岡
良
一
「
選
択
条

項
の
過
去
と
現
在
」
『
法
学
論
叢
』
第
六
三
巻
六
号
（
一
九
五
八
年
）
、
一

ペ
ー
ジ
以
下
、
関
野
昭
一
「
任
意
条
項
受
諾
宣
言
の
期
限
と
留
保
」
『
国

際
法
外
交
雑
誌
』
第
七
〇
巻
六
号
（
一
九
七
二
年
）
、
一
ペ
ー
ジ
以
下
、

を
参

 

照
。

（
６
） 

〔1984

〕I. C
. J. 397

―415, Paras. 12

―51. 

（
７
） 

モ
ス
ラ
ー
、
小
田
、
ア
ゴ
ー
、
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
、
シ
ュ
ウ
ェ
ー
ベ
ル

の
五
裁
判
官
。
そ
れ
ぞ
れ
の
反
対
意
見
に
つ
い
て
は
、ibid. 461, 471, 

514
. 

, 533, 558

（
８
） Ibid. 415

―421, Paras. 52

―65. 
（
９
） 

小
田
、
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
、
シ
ュ
ウ
ェ
ー
ベ
ル
の
三
裁
判
官
（ibid. 

471

）
。

, 533, 558
 

（
10
） Ibid. 421

―426, Paras. 67

―76. 

（
11
） Ibid. 426

―429, Paras. 77

―83. 

反
対
は
シ
ュ
ウ
ェ
ー
ベ
ル
裁

判
官
の
み
（ibid. 558

）
。
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（
12
）Ibid. 429

―441, Paras. 84

―108. 
 

（
13
） 

重
要
な
問
題
点
の
指
摘
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
小
和
田
恒
「
〈
研
究

ノ
ー
ト
〉
国
際
司
法
裁
判
所
判
例
評
釈
・
ニ
カ
ラ
グ
ァ
に
対
す
る
軍
事
的

活
動
事
件
―
―
管
轄
権
及
び
受
理
可
能
性
」
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
八

五
巻
四
号
（
一
九
八
六
年
）、
二
八
ペ
ー
ジ
以
下
、M

. H
. Arsanjani, 

“D
issem

ination of Inform
ation by International O

rganisa-
tions: R

eflections on Law
  and Policy in the Light of R

ecent 
D

evelopm
ents,” Victoria U

niversity of W
ellington Law Review

, 
Vol. 17 (1987), p. 53 ff 

照
。 
を
参

（
14
） 24 I. L. M

. 246 (1985). 

（
15
）I

7
 

bid. 1
42. 

（
16
） 

〔1986

〕I. C
. J. 28

―38, Paras. 36

―56. 

た
だ
し
、
ル
ダ
、
エ

ラ
イ
ア
ス
、
セ
ッ
テ
・
カ
マ
ラ
、
倪
の
四
裁
判
官
は
反
対
。Ibid. 174, 

178, 192, 201. 

（
17
） Ibid. 53

―63, Paras. 93

―112 ; 46
―53, Paras. 76

―91 ; 
146

ar

―148, P
a. 292. 

（
18
） Ibid. 69

―70, Paras. 123

―125 ; 135
―140, Paras. 270

―

279
;

2. 
  147

―148, Para. 29

（
19
） Ibid. 212, 259, 528. 

（
20
） 

〔1984

〕I. C
. J. 432, Para. 91. 

（
21
）

123, Paras. 229

―238. 
 

〔1986

〕I. C
. J. 119

―

（
22
） Ibid. 212, 259, 528. 

（
23
） Ibid. 149

―150, Para. 292. 

二 

政
治
的
紛
争
と
司
法
的
解
決 

米
国
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
紛
争
に
対
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
判
決
を
不
満
と
し
、
こ

れ
を
無
視
し
つ
づ
け
て
い
る
理
由
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
考
え
ら

れ
る
。
た
と
え
ば
、
管
轄
権
判
決
に
反
対
し
た
五
名
の
裁
判
官
が
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
批
准
書
の
寄
託
さ
れ
な
か
っ
た
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
Ｐ

Ｃ
Ｉ
Ｊ
管
轄
権
受
諾
宣
言
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
規
程
第
三
六
条
五
項
の
も
と
で

「
な
お
効
力
を
有
す
る
」
と
解
す
る
こ
と
に
は
、
大
き
な
疑
問
が
残
る
。

ま
た
、
本
案
判
決
に
つ
い
て
も
、
米
国
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
反
政
府
軍
（
コ

ン
ト
ラ
）
に
対
す
る
支
援
を
国
際
法
に
違
反
す
る
と
認
定
し
な
が
ら
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
の
近
隣
諸
国
に
対
す
る
類
似
の
行
動
に
は
違
法
性
を
認
定

せ
ず
、
「
慣
習
国
際
法
上
、
他
国
の
反
政
府
派
に
対
す
る
武
器
の
供
与

自
体
は
当
該
国
家
に
対
す
る
武
力
攻
撃
と
み
な
さ
れ
な
い
」
と
判
示
し

て
い
る
点
な
ど
、
問
題
が
少
な
く
な
い
。
だ
が
こ
こ
で
は
、
最
初
に
述

べ
た
と
お
り
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
紛
争
は
政
治
性
が
強
く
司
法
的
解
決
に
適

さ
な
い
、
と
す
る
米
国
の
主
張
に
的
を
絞
り
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て

み
よ
う
。
な
お
以
下
で
は
、
政
治
性
の
強
い
紛
争
を
「
政
治
的
紛
争

（political disputes

）
」
と
表
現

る
こ
と
に
す
る
。 

(

(
) 

す

（
１
） 

法
律
的
紛
争
と
政
治
的
紛
争 

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
政
治
的
紛
争
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
政
治
的
紛
争
と
対
比
さ
れ

る
「
法
律
的
紛
争
（legal disputes

）」
と
い
う
表
現
が
、
国
際
紛
争
の

解
決
手
続
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
き
た
か
、
を
概
観
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

国
際
紛
争
を
力
に
よ
ら
ず
、
平
和
的
に
解
決
す
る
手
段
を
、｢

国
際
紛

2

1) 



31 ニカラグア紛争と司法的解決 

争
の
平
和
的
解
決
手
段｣ 

と
い
う
が
、
こ
れ
は
さ
ら
に
、
交
渉
・
周
旋
・

調
停
の
よ
う
な
「
外
交
的
（
ま
た
は
政
治
的
）
手
段
」
と
「
国
際
裁
判

(international adjudication
)

」
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
、
紛
争
当

事
国
間
の
直
接
交
渉
や
、
第
三
国
の
周
旋
・
仲
介
、
さ
ら
に
は
国
際
機

関
の
調
停
・
勧
告
な
ど
を
通
し
て
、
当
事
国
間
の
政
治
的
妥
協
に
よ
り

紛
争
の
解
決
を
は
か
る
手
段
で
あ
り
、
後
者
は
、
裁
判
形
式
に
よ
る
審

査
を
通
し
て
当
事
国
を
拘
束
す
る
判
決
を
く
だ
す
こ
と
に
よ
り
、
紛
争

の
解
決
を
は
か
る
手
段
で
あ
る
。
国
際
裁
判
は
も
と
も
と
、
紛
争
の
た

び
ご
と
に (ad hoc) 

裁
判
所
を
設
置
す
る
「
仲
裁
裁
判 (arbitration

)

」

の
形
式
で
発
達
し
た
が
、
今
世
紀
に
入
っ
て
、
紛
争
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
常
設
の (perm

anent) 

裁
判
所
を
お
く
「
司
法
的
解
決 (judicial 

settlem
ent)

」
の
形
式
が
現
わ
れ
た
。 

近
代
国
際
社
会
に
お
け
る
仲
裁
裁
判
の
嚆
矢
は
一
七
九
四
年
の
ジ
ェ

イ
条
約
と
さ
れ
、
そ
の
成
果
を
受
け
て
一
九
世
紀
中
に
多
く
の
国
際
紛

争
が
仲
裁
裁
判
に
付
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
世
紀
末
の
第
一
回
ハ
ー
グ

平
和
会
議
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
に
、
仲
裁
裁
判
の
義
務
化
に
か

か
わ
る
二
国
間
条
約
が
一
四
〇
も
締
結
さ
れ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
ハ
ー

グ
平
和
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
国
際
紛
争
平
和
的
処
理
条
約
」
や
こ
れ

ら
の
二
国
間
条
約
を
み
る
と
、
「
法
律
問
題
と
く
に
国
際
条
約
の
解
釈

ま
た
は
適
用
に
関
す
る
問
題
」、「
法
律
的
性
質
の
紛
争
」
な
ど
表
現
に

多
少
の
差
違
は
あ
る
が
、
仲
裁
裁
判
に
付
す
べ
き
紛
争
を
法
律
的
紛
争

に
限
定
し
、
そ
れ
以
外
の
紛
争
は
外
交
的
・
政
治
的
手
段
に
よ
る
解
決

に
ゆ
だ
ね
て
い
る
。
ま
た
、
法
律
的
紛
争
を
仲
裁
裁
判
に
付
す
こ
と
を

定
め
た
う
え
で
、
そ
の
な
か
か
ら
「
国
家
の
重
大
利
益
、
独
立
、
名
誉

に
か
か
わ
る
紛
争
」
を
除
く
も
の
が
、
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
成
立
し
た
国
際
連
盟
規
約
も
、
条
約
の
解
釈
ほ

か
一
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
紛
争
を
国
際
裁
判
に
付
す
べ
き
紛
争
と
み
な

し
、
そ
れ
以
外
の
紛
争
は
理
事
会
・
総
会
に
付
託
す
べ
き
こ
と
を
規
定

し
て
お
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
発
足
し
た
国
際
連
合
で
も
、
こ
の

区
別
は
基
本
的
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
諸
国
家
の
実
行
上
、

国
際
紛
争
を
法
律
的
紛
争
と
そ
れ
以
外
の
紛
争
（
多
く
は
政
治
的
紛
争
）

に
分
け
、
前
者
を
国
際
裁
判
に
、
後
者
を
外
交
的
・
政
治
的
解
決
に
、

そ
れ
ぞ
れ
ゆ
だ
ね
る
傾
向
が
一
般
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

(
) 3

と
こ
ろ
で
、
あ
る
紛
争
が
い
ず
れ
か
の
条
約
に
い
う
法
律
的
紛
争
に

あ
た
る
か
否
か
は
、
当
該
条
約
を
め
ぐ
る
諸
般
の
事
情
を
勘
案
し
て
決

定
す
べ
き
、
法
解
釈
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
律
的
紛
争
を
明
確

に
定
義
す
る
条
約
は
少
な
く
、
そ
れ
に
関
す
る
各
条
約
の
表
現
も
一
定

し
な
い
。
そ
の
た
め
、
い
か
な
る
紛
争
を
国
際
裁
判
に
付
す
の
が
適
切
、
、

か、
と
い
う
見
地
か
ら
、「
裁
判
に
付
す
べ
き
紛
争
。（justiciable dis-

putes
）」
を
一
般
的
に
定
義
し
よ
う
と
す
る
学
説
上
の
論
議
が
広
が
っ
た
。

こ
れ
ら
の
学
説
は
三
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
の
学
説
は
、
そ
の

紛
争
に
適
用
す
べ
き
国
際
法
規
の
あ
る
も
の
をjusticiable disputes,
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そ
れ
の
な
い
も
の
をnon-justiciable disputes

と
し
、
第
二
の
学
説

は
、
政
治
的
に
重
要
な
紛
争
がnon-justiciable disputes, 

そ
う
で
な

い
も
の
がjusticiable disputes

と
す
る
。
だ
が
、
紛
争
に
適
用
さ
れ

る
べ
き
法
規
の
有
無
は
裁
判
の
審
理
後
に
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
る
わ

け
で
あ
り
、
ま
た
仲
裁
裁
判
に
付
す
べ
き
法
律
的
紛
争
の
な
か
か
ら
政

治
的
に
重
要
な
紛
争
が
一
般
に
除
外
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
両
説
は
諸
国
家
の
実
行
と
矛
盾
す
る
。
そ
こ
で
、
区
別
の
基
準
を

紛
争
当
事
国
の
態
度
に
求
め
、
当
事
国
が
国
際
法
に
基
づ
い
て

、
、
、
、
、
、
、
、
解
決
し

よ
う
と
す
る
紛
争
がjusticiable disputes, 

国
際
法
に
基
づ
か
な
い
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

解
決
し
よ
う
と
す
る
紛
争
がnon-justiciable disputes

と
す
る
第
三

の
学
説
が
、
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
当
事
国
の

一
方
が
国
際
法
に
基
づ
い
て
あ
る
主
張
を
な
し
、
他
方
が
同
じ
く
国
際

法
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
紛
争
はjusticiable

で
あ

る
。
ま
た
、
当
事
国
の
双
方
が
あ
る
主
張
は
国
際
法
に
基
づ
け
ば
正
し

い
と
信
じ
て
い
て
も
、
一
方
ま
た
は
双
方
が
そ
れ
を
国
際
法
に
基
づ
か

な
い
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
紛
争
はnon-justiciable

と
な
る
。 

(
) 

第
三
説
の
も
と
で
は
、
国
際
紛
争
の
た
び
ご
と
に
裁
判
所
を
設
置
す

る
「
仲
裁
裁
判
」
の
場
合
、
法
律
的
紛
争
と
政
治
的
紛
争
の
区
別
は
あ

ま
り
問
題
と
な
ら
な
い
。
仲
裁
裁
判
は
、
紛
争
当
事
国
が
条
約
（
通
常
、

特
別
合
意
∧com

prom
is

∨
と
い
う
）
を
締
結
し
、
当
該
紛
争
を
裁
判
に

付
す
こ
と
に
合
意
し
て
、
は
じ
め
て
開
か
れ
る
た
め
、
政
治
的
紛
争
も

そ
の
対
象
と
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
現
に
、
英
米
両
国
の
関
係
を
開

戦
寸
前
に
ま
で
緊
張
さ
せ
た
「
ア
ラ
バ
マ
号
事
件
」
は
、
一
八
七
二
年

の
仲
裁
裁
判
で
解
決
さ
れ
、
一
九
七
七
年
の
仲
裁
裁
判
の
結
果
が
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
と
チ
リ
の
間
に
戦
争
の
危
機
を
も
た
ら
し
た
「
ビ
ー
グ
ル
海

峡
事
件
」
も
、
最
終
的
に
は
判
決
の
線
で
解
決
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
国
際
裁
判
の
も
う
一
つ
の
形
式
で
あ
る
「
司
法
的
解
決
」
に

つ
い
て

、
そ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。 

(
) 

4

も

（
２
） 

Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
／
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
強
制
的
管
轄
権
と
政
治
的
紛
争 

Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
に
具
現
化
さ
れ
た
司
法
的
解
決
の
特
色
は
、
裁
判
所
が
常

設
化
さ
れ
た
こ
と
と
並
ん
で
、
そ
の
裁
判
所
が
い
わ
ゆ
る
強
制
的
管
轄

権
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
強
制
的
管
轄
権
は
、
す
で
に
み

た
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。 

(
) 

全
世
界
的
な
規
模
で
は
最
初
の
常
設
的
裁
判
所
と
な
っ
た
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ

は
、
国
際
連
盟
の
も
と
で
設
立
さ
れ
た
が
、
こ
の
裁
判
所
に
い
か
な
る

紛
争
を
裁
判
す
る
権
限
を
与
え
る
か
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
際

社
会
に
と
っ
て
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
国
際
社
会
に
お
け
る
法
の

支
配
を
促
進
す
る
理
想
か
ら
い
え
ば
、
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
に
各
国
の
国
内
裁
判

所
の
よ
う
な
強
制
的
管
轄
権
を
与
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
他
面
、
諸

国
家
の
実
行
は
、
特
別
合
意
に
基
づ
く
仲
裁
裁
判
が
主
流
を
占
め
、
裁

判
の
対
象
も
法
律
的
紛
争
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
裁
判
所
設
立

の
場
と
な
る
べ
き
国
際
連
盟
の
規
約
自
体
が
、
先
に
指
摘
し
た
と
お
り
、

6

5
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法
律
的
紛
争
を
国
際
裁
判
に
付
す
べ
き
紛
争
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
背
景
の
も
と
で
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
が
え
与
ら
れ
た
管
轄
権
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
。 

管
轄
権
に
つ
い
て
定
め
た
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
規
程
第
三
六
条
に
よ
る
と
、
Ｐ

Ｃ
Ｉ
Ｊ
は
、
ま
ず
、
当
事
国
が
付
託
す
る
す
べ
て
の
紛
争
、
お
よ
び
現

行
の
諸
条
約
で
と
く
に
規
定
さ
れ
て
い
る
紛
争
に
対
し
て
、
管
轄
権
を

も
つ
（
一
項
）
。
す
な
わ
ち
、
⑴
前
者
は
従
来
の
仲
裁
裁
判
と
同
様
に
、

当
事
国
の
特
別
合
意
に
よ
り
付
託
さ
れ
る
紛
争
で
あ
り
、
⑵
後
者
は
あ

ら
か
じ
め
他
の
条
約
に
よ
り
、
当
事
国
が
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
へ
付
託
す
る
こ
と

に
合
意
し
て
い
る
紛
争
で
あ
る
。
さ
ら
に
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
は
、
⑶
裁
判
所
規

程
の
当
事
国
が
、
以
下
の
四
種
の
事
項
に
か
か
わ
る
「
法
律
的
紛
争

（legal disputes

）」
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
の
管
轄
権
受
諾
宣
言
を
す

る
場
合
に
は
、
同
宣
言
を
し
た
当
事
国
相
互
間
の
該
当
す
る
紛
争
に
対

し
て
、
管
轄
権
を
も
つ
。
こ
こ
に
四
種
の
事
項
と
は
、
連
盟
規
約
第
一

三
条
二
項
に
掲
げ
る
「
条
約
の
解
釈
、
国
際
法
上
の
問
題
、
国
際
義
務

違
反
と
な
る
べ
き
事
実
の
存
在
、
国
際
義
務
違
反
に
対
す
る
賠
償
の
性

質
ま
た
は
範
囲
」
を
い
う
（
二
項
）
、
こ
の
う
ち
、
⑵
ま
た
は
⑶
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
属
す
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
か
の
紛
争
当
事
国
が
Ｐ

Ｃ
Ｉ
Ｊ
に
提
訴
す
れ
ば
、
他
の
当
事
国
に
応
訴
義
務
が
生
じ
る
。
し
か

も
、
あ
る
紛
争
が
そ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
紛
争
で
あ
る
か
否

か
を
め
ぐ
り
、
当
事
者
間
に
争
い
を
生
じ
る
と
き
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
の
判

決
に
よ
り
結
論
を
く
だ
す
（
六
項
）
。
し
た
が
っ
て
、
⑵
と
⑶
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
属
す
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
が
強
制
的
管
轄
権
を
も

つ
こ
と
に
な
る
。 

Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
と
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
強
制
的
管
轄
権
の
も
と

で
は
、
国
際
紛
争
の
一
方
の
当
事
国
が
当
該
紛
争
は
政
治
的
紛
争
で
あ

る
と
主
張
し
、
他
方
の
当
事
国
が
そ
れ
は
法
律
的
紛
争
で
あ
る
と
主
張

す
る
場
合
、
裁
判
所
が
く
だ
す
判
断
が
最
終
的
な
も
の
と
な
る
。
と
こ

ろ
が
、
先
の
定
義
に
従
え
ば
、
当
事
者
の
一
方
が
国
際
法
に
基
づ
く
解

決
を
求
め
、
他
方
が
国
際
法
に
基
づ
か
な
い
解
決
を
求
め
る
紛
争
は

non-justiciable

と
な
る
た
め
、
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
ま
た
は
Ｉ
Ｃ
Ｊ
はnon-jus-

ticiable disputes

に
つ
い
て
、
裁
判
す
べ
き
か
否
か
の
判
断
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。 

（
３
） 

政
治
的
紛
争
と
被
告
国
の
審
理
不
参
加 

Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
ま
た
は
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
付
託
さ
れ
た
紛
争
の
な
か
で
、
政
治
性

の
強
い
も
の
は
け
っ
し
て
少
な
く
な
い
。
だ
が
、
管
轄
権
審
理
の
段
階

で
紛
争
の
政
治
性
を
根
拠
に
裁
判
所
の
管
轄
権
を
否
定
し
た
当
事
国
が
、

Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
や
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
判
決
に
異
議
を
唱
え
ず
、
そ
の
後
の
本

案
審
理
に
参
加
す
る
場
合
に
は
、
当
初
の
主
張
を
撤
回
し
た
も
の
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
は
、
そ
う
し
た
当
事
国
（
通
常
、
訴
え
ら
れ

た
国
、
以
下
、
被
告
国
と
表
現
す
る
）
が
管
轄
権
判
決
を
不
服
と
し
て
、

(
) 

(

7) 

8
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本
案
審
理
に
参
加
し
な
い
場
合
や
、
同
じ
く
紛
争
の
政
治
性
を
根
拠
と

し
て
、
は
じ
め
か
ら
審
理
に
参
加
し
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
の
種
の
審

理
不
参
加
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
紛
争
に
お
け
る
米
国
の
例
以
前
に
、
Ｐ
Ｃ

Ｉ
Ｊ
期
に
一
件
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
入
っ
て
か
ら
三
件
を
数
え
る
。 

Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
期
の
一
件
は
、
一
九
二
六
年
に
中
国
が
ベ
ル
ギ
ー
と
の
平

和
通
商
航
海
条
約
を
一
方
的
に
廃
棄
し
た
事
件
で
あ
る
。
同
条
約
は
一

八
六
五
年
に
締
結
さ
れ
、
締
約
国
内
で
他
国
民
の
受
け
る
待
遇
な
ど
に

つ
い
て
規
定
し
て
い
た
が
、
内
容
の
不
平
等
性
を
問
題
に
し
た
中
国
は

廃
棄
を
通
告
し
た
。
こ
れ
に
抗
議
し
た
ベ
ル
ギ
ー
は
、
両
国
間
の
交
渉

が
失
敗
し
た
後
、
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
に
提
訴
し
た
。
当
時
、
両
国
は
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ

規
程
第
三
六
条
二
項
に
基
づ
く
管
轄
権
受
諾
宣
言
を
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
中
国
は
、
「
当
該
紛
争
は
政
治
的
な
性
格
の
も
の
で
あ

っ
て
、
国
家
平
等
の
原
則
を
司
法
審
査
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
は
同
意

し
え
な
い
」
と
主
張
す
る
と
と
も
に
、
衡
平
と
善
に
基
づ
く
裁
判
に
は

応
じ
る
用
意
が
あ
る
旨
を
表
明
し
た
。
事
件
は
、
一
九
二
八
年
の
南
京

条
約
で
両
国
間
の
紛
争
が
解
決
し
、
ベ
ル
ギ
ー
が
訴
え
を
取
り
下
げ
る

こ
と
に
よ
り
落
着
し
た
が
、
こ
の
間
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
は
中
国
に
対
し
、
二
度

の
仮
保
全
措
置
命
令
を
だ
し
て
い
る
。
だ
が
、
中
国
は
こ
れ
に
従
わ
ず
、

審
理
不
参
加
の
態
度
を
貫
い
た
。 

(
) 

Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
入
っ
て
最
初
の
件
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
漁
業
管
轄
権
事
件

で
あ
る
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
一
九
五
八
年
、
漁
業
水
域
を
四
カ
イ
リ
か

ら
一
二
カ
イ
リ
に
広
げ
る
国
内
法
を
制
定
し
た
が
、
英
国
は
こ
れ
に
抗

議
し
、
そ
の
結
果
一
九
六
一
年
に
両
国
間
で
成
立
し
た
合
意
に
よ
り
、

英
国
が
一
二
カ
イ
リ
漁
業
水
域
に
異
議
を
唱
え
な
い
こ
と
、
将
来
同
水

域
の
拡
張
を
め
ぐ
っ
て
両
国
間
に
紛
争
が
生
じ
る
場
合
は
、
い
ず
れ
か

の
要
請
に
よ
り
こ
れ
を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
付
託
す
る
こ
と
、
が
取
り
決
め
ら
れ

た
。
と
こ
ろ
が
一
九
七
一
年
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
こ
の
合
意
を
終
了
さ

せ
る
と
と
も
に
、
漁
業
水
域
を
五
〇
カ
イ
リ
ま
で
拡
張
す
る
旨
を
発
表

し
た
た
め
、
英
国
は
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
提
訴
し
、
拡
張
停
止
を
指
示
す
る
仮
保

全
措
置
命
令
を
要
請
し
た
。
し
か
し
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
、
「
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
国
民
の
重
大
利
益
に
影
響
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

の
漁
業
水
域
拡
張
に
関
す
る
事
項
、
と
り
わ
け
今
回
の
英
国
の
提
訴
に

つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
管
轄
権
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
反
論

し
、
一
九
七
二
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
仮
保
全
措
置
命
令
を
無
視
し
た
。
ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
翌
年
、
管
轄
権
判
決
を
く
だ
し
、
一
九
七
四
年
に
は
英
国
に

有
利
な
本
案
判
決
を
く
だ
し
た
が
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
審
理
に
い
っ
さ

い
参
加
し
な
か
っ
た
。 

(
) 

9

次
に
一
九
七
三
年
の
核
実
験
事
件
で
は
、
南
太
平
洋
に
お
け
る
フ
ラ

ン
ス
の
大
気
圏
内
核
実
験
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
フ
ラ
ン
ス
を
相
手
ど
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
提

訴
し
、
同
実
験
の
停
止
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
原
告
の
二
国
が
管
轄
権

の
基
礎
と
し
て
主
張
し
た
の
は
、
一
九
二
八
年
の
国
際
紛
争
平
和
処
理

10
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一
般
議
定
書
と
、
三
国
が
な
し
て
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｊ
管
轄
権
受
諾
宣
言
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
フ
ラ
ン
ス
は
、
前
者
が
国
際
連
盟
の
解
散
と
と
も

に
失
効
し
た
と
反
論
し
、
後
者
に
つ
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
受
諾
宣
言

が
「
国
防
関
係
の
活
動
に
か
か
わ
る
紛
争
」
を
除
外
し
て
お
り
、
か
つ

核
実
験
は
こ
の
除
外
例
に
該
当
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
管
轄
権
は
な
い

と
主
張
し
た
。
し
か
し
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
、
「
管
轄
権
に
関
す
る
原
告
の
主
張

は
、
い
ち
お
う(prim

a facie)
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
判
示
し
、

実
験
停
止
の
仮
保
全
措
置
を
命
令
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
命
令
は
八
対

六
の
小
差
で
く
だ
さ
れ
、
反
対
意
見
の
な
か
で
フ
ラ
ン
ス
の
主
張
に
与

し
た
裁
判
官
も
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
命
令
に
は
根
拠
が
な
い

と
し
て
、
審
理
に
参
加
せ
ず
、
判
決
に
先
立
つ
一
九
七
四
年
一
月
一
〇

日
、
自
己
の
Ｉ
Ｃ
Ｊ
管
轄
権
受
諾
宣
言
を
撤
回
し
た
。
な
お
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は

同
年
一
二
月
の
判
決
（
管
轄
権
と
本
案
の
区
別
な
し
）
で
、
大
気
圏
内
核

実
験
の
終
了
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
一
連
の
声
明
に
よ
り
、
本
訴

訟
の
目
的
は
消
滅
し
た
と
し
て
、
審
理
を
打
ち
切
っ
た
。 

(
) 

一
九
七
九
年
の
在
テ
ヘ
ラ
ン
米
国
大
使
館
員
人
質
事
件
で
は
、
イ
ラ

ン
が
審
理
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
同
年
、
米
国
は
イ
ラ
ン
の
行
為
が
国

際
法
に
違
反
す
る
と
し
て
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
に
問
題
を
付

託
す
る
と
同
時
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
提
訴
し
、
仮
保
全
措
置
命
令
を
求
め
た
。

米
国
は
管
轄
権
の
根
拠
と
し
て
一
九
六
一
年
の
ウ
ィ
ー
ン
外
交
関
係
条

約
や
六
三
年
の
ウ
ィ
ー
ン
領
事
関
係
条
約
等
を
あ
げ
た
が
、
イ
ラ
ン
は

こ
の
事
件
が
米
国
の
二
五
年
に
わ
た
る
対
イ
ラ
ン
内
政
干
渉
と
不
可
分

に
結
び
つ
き
、
「
よ
り
根
本
的
か
つ
複
雑
な
要
素
を
含
ん
だ
全
汎
的
な

状
況
の
産
物
」
で
あ
る
た
め
、
た
ん
な
る
条
約
解
釈
の
問
題
と
し
て
処

理
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
と
反
論
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
一
九
七
九
年
一

二
月
に
、
人
質
の
解
放
を
指
示
す
る
仮
保
全
措
置
命
令
を
く
だ
し
た
。

ま
た
翌
年
五
月
の
判
決
で
は
、
二
つ
の
ウ
ィ
ー
ン
条
約
と
両
国
間
の
友

好
経
済
関
係
領
事
権
条
約
に
管
轄
権
の
根
拠
を
お
き
、
イ
ラ
ン
の
国
際

法
違
反
と
賠
償
責
任
を
認
定
す
る
と
と
も
に
、
人
質
の
解
放
を
命
じ
た

が
、
イ
ラ
ン
は
審
理
に
ま
っ
た
く
参
加
せ
ず
、
命
令
や
判
決
に
も
従
わ

な
か
っ
た
。 

(

12) 

11

以
上
の
四
件
は
紛
争
の
背
景
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
被
告
国
の
主
張 
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し
た｢

紛
争
の
政
治
性｣

の
内
容
も
同
一
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
ら
の
事
件
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
必
ず

し
も
適
切
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
四
件
と
い
う
数
少
な
い
事
例
か
ら
、

な
に
が
し
か
の
一
般
的
な
結
論
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
試
み
は
性
急
に

す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
事
件
に

は
二
つ
の
共
通
点
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は

被
告
国
の
認
識
に
関
係
し
、
も
う
一
つ
は
裁
判
所
の
姿
勢
に
関
係
す
る
。 

ま
ず
、
被
告
国
の
主
観
的
な
認
識
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
事
件
で
は
、

彼
ら
の
譲
り
が
た
い
価
値
が
紛
争
と
直
結
し
て
い
た
。
そ
れ
は
古
典
的

で
は
あ
る
が
、
中
国
に
と
っ
て
国
家
の
平
等
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
と
っ
て

漁
業
、
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
国
防
、
イ
ラ
ン
に
と
っ
て
独
立
と
内
政
不
干

渉
、
で
あ
っ
た
。
し
か
も
彼
ら
は
―
―
お
そ
ら
く
フ
ラ
ン
ス
を
例
外
と

し
て
―
―
、
そ
れ
ら
の
価
値
が
国
際
法
の
枠
組
み
で
は
弁
護
し
き
れ
な

い
、
と
認
識
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
彼
ら
は
審
理
に
参
加
せ

ず
、
ま
た
、
自
己
に
不
利
な
判
決
に
従
う
意
図
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

次
に
裁
判
所
は
こ
れ
ら
の
事
件
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
自
己
の

強
制
的
管
轄
権
を
積
極
的
に
活
用
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
つ
ま
り
、
被

告
国
の
反
論
や
不
参
加
を
押
し
切
っ
て
、
仮
保
全
措
置
を
命
令
し
、
紛

争
に
対
す
る
自
己
の
管
轄
権
を
認
定
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
姿
勢
は
、
「
い
か
な
る
国
家
も
自
ら
の
同
意
な
く
し
て
、
他
国
と

の
紛
争
を
仲
介
・
仲
裁
そ
の
他
の
平
和
的
解
決
手
段
に
付
す
よ
う
に
、

強
制
さ
れ
な
い
」
と
す
る
東
部
カ
レ
リ
ア
事
件
以
来
の
裁
判
所
の
伝
統

と
、
無
理
な
く
調
和
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
に
お
け
る

裁
判
所
の
姿
勢
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
の
処
理
に
関
す
る
限
り
、
あ
る

い
は
や
む
を
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
管

轄
権
の
認
定
は
必
然
的
に
本
案
審
理
へ
連
な
り
、
被
告
国
に
遵
守
す
る

意
思
の
な
い
判
決
を
く
だ
す
結
果
を
招
く
―
―
そ
の
こ
と
が
、
短
期
的

に
は
各
事
件
の
解
決
に
と
っ
て
、
長
期
的
に
は
裁
判
所
の
機
能
と
司
法

的
解
決
の
有
用
性
、
ひ
い
て
は
国
際
社
会
に
お
け
る
法
の
支
配
に
と
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
に
つ
き
、
四
件
の
い
ず
れ
に
お
い

て
も
、
十
分
な
配
慮
が
尽
く
さ
れ
て
い
た
と
言
い
切
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。 

 

（
１
） 

現
に
ニ
カ
ラ
グ
ア
自
身
、
一
九
五
七
年
に
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
と
の
紛
争

が
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
付
託
さ
れ
た
際
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
Ｐ
Ｃ
Ｉ

Ｊ
管
轄
権
受
諾
宣
言
の
有
効
性
を
主
張
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を

い
っ
さ
い
無
視
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
管
轄
権
の
基
礎
を
両
国
の
特
別
合
意
の
み

に
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
モ
ス
ラ
ー
、
ア
ゴ
ー
両
裁

判
官
の
反
対
意
見
を
参
照
。〔1984

〕I. C. J. 464

―465, 528

―532. 

（
２
）

シ
ュ
ウ
ェ
ー
ベ
ル
裁
判
官
の
反
対
意
見
〔
前
節
注
（
19
）〕
を
参
照
。 

 

（
３
） 

田
岡
良
一
『
国
際
法
Ⅲ
〔
新
版
〕』、
有
斐
閣
、
一
九
七
三
年
、
五
七

ペ
ー
ジ
。 

（
４
） 

田
畑
茂
二
郎
『
国
際
法
講
義
(下)
〔
新
版
〕
』
、
有
信
堂
、
一
九
八
四
年
、

 
七
八
―
八
一
ペ
ー
ジ
。

（
５
） British and Foreign State Papers, Vol. 62, p. 233. 

田
畑

茂
二
郎
・
太
寿
堂
鼎
編
『
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
国
際
法
〔
新
版
〕
』
、
有
信
堂
、

一
九
八
七
年
、
三
六
三
ペ
ー
ジ
（
ア
ラ
バ
マ
号
事
件
、
石
本
泰
雄
）
。R. 

Jennings, “The Judicial E
nforcem

ent of International O
bli-

(

13) 
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gations,” Zeitschrift für ausländisches öffentliches Recht und 
Völkerrecht, B

d. 47 (1987), S. 4. 

波
多
野
里
望
・
筒
井
若
水
編
著

『
国
際
判
例
研
究 

領
土
・
国
境
紛
争
』、
東
京
大
学
出
版
会
、一
九
七
九

年
、
二
四
四
ペ
ー
ジ
。 

（
６
） 
本
稿
二
六
ペ
ー
ジ
を
参
照
。 

（
７
） 

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
判
決
に
対
す
る
反
対
意
見
の
な
か
で
、
小
田
裁
判

官
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
紛
争
が
Ｉ
Ｃ
Ｊ
規
程
第
三
六
条
二
項
に
い
う
「
法
律

的
紛
争
（legal disputes

）」
に
あ
た
ら
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
〔
前

節
注
（
19
）
を
参
照

 〕。

（
８
） 

た
と
え
ば
、J. B. Elkind, N

on-Appearance before the In-
ternational Court of Justice ; Functional and Com

parative 
Analysis (D

ordrecht ; M
artinus N

ijhoff, 1984), pp. 194
195. 

―

（
９
） 

〔1926

〕P. C. I. J., Ser. A, N
o. 8, p. 4;

〔1927

〕ibid., Ser. 
A

, N
o. 8, p. 6 ; P. C

. I. J., Ser. C
, N

o. 16 (J), pp. 75 &
 78. 

（
10
） 

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
西
ド
イ
ツ
の
間
で
も
、
同
様
の
紛
争
が
生
じ
、
同

じ
経
過
を
た
ど
っ
た
。〔1972

〕I. C. J. 12, 30 ;

〔1973

〕ibid. 3;

〔1974

〕ibid. 3 ; I. C
. J., Pleadings, Fishries Jurisdiction, 

Vol. 
 3

8
2, pp.

75

―376, 380

―3
2. 

（
11
）〔1973

〕I. C
. J. 99, 135 ;

〔1974

〕ibid. 253, 457. See also, 
G

. de Lacharriere, “Com
m

entaires sur la position juridique 
de la France à l’égard de la licéité de ses éxperiences nu-
cléaires,” Annuaire Français de D

roit International, Tom
e 19 

(19
3

3
7

), p. 2
5. 

（
12
） 

〔1979

〕I. C
. J. 7;

1980
ibid. 3. 

〔

〕

（
13
） 

〔1923

〕P. C
. I. J., Ser. B

, N
o. 5, p. 27. 

三 

結
論
に
か
え
て
―
―
ニ
カ
ラ
グ
ア
紛
争
と
Ｉ
Ｃ
Ｊ 

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
に
対
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
判
決
、
さ
ら
に
ニ
カ
ラ
グ
ア
紛

争
に
対
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
取
組
み
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
肯
定
的
な
評
価

も
多
い
。
そ
れ
を
裏
返
せ
ば
米
国
の
態
度
に
対
す
る
否
定
的
な
評
価
と

な
る
。
と
く
に
米
国
の
場
合
は
、
管
轄
権
審
理
に
参
加
し
て
お
き
な
が

ら
、
自
己
に
不
利
な
管
轄
権
判
決
が
く
だ
っ
て
後
に
、
審
理
不
参
加
を
決

め
た
点
で
、
第
二
節
で
み
た
四
件
と
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意

味
で
、
米
国
の
態
度
を
便
宜
主
義
的
・
国
際
法
の
軽
視
と
批
判
し
大
国

の
エ
ゴ
と
非
難
す
る
こ
と
が
、
ま
っ
た
く
の
的
は
ず
れ
と
は
い
え
な
い
。 

(
) 

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
次
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
も
、

怠
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
事
情
と
は
、
ほ
か
で
も
な
い
、
国
際
社
会

の
現
状
な
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
現
在
の
国
際
社
会
は
複
数

の
主
権
国
家
か
ら
な
り
、
国
家
を
超
え
る
全
世
界
的
な
権
威
―
―
世
界

政
府
、
世
界
議
会
、
世
界
裁
判
所
、
世
界
軍
な
ど
―
―
は
存
在
し
な
い
。

そ
の
結
果
、
各
国
家
の
と
る
べ
き
行
動
は
、
各
国
家
が
自
ら
の
責
任
に

お
い
て
決
定
し
、
各
国
家
の
安
全
は
、
各
国
家
自
身
の
力
に
よ
っ
て
保

持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
米
国
の
安
全
は
米
国
自
身
が
、
フ

ラ
ン
ス
の
安
全
は
フ
ラ
ン
ス
自
身
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
に
よ
っ
て
保
持

せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
行
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
の

も
と
に
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。 

核
実
験
事
件
の
Ｉ
Ｃ
Ｊ
仮
保
全
措
置
命
令
を
契
機
と
し
て
、
フ
ラ
ン

ス
は
管
轄
権
受
諾
宣
言
を
撤
回
し
た
が
、
そ
の
動
機
を
説
明
す
る
小
論

文
の
な
か
で
、
後
に
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
裁
判
官
と
な
っ
た
ド
・
ラ
シ
ャ
リ
エ
ー

1
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ル
は
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
自
己
の
行
為
が
、
既
存
核
兵
器
保
有
国
の
特
権
的

地
位
と
世
界
の
二
極
化
構
造
を
固
定
化
さ
せ
る
の
に
貢
献
し
て
い
る
事

実
に
、
目
を
つ
む
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
批
判

は
、
文
脈
こ
そ
違
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
判
決
に
も
あ
て
は

ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
米
国
も
ま
た
同
判
決
を
契
機
と
し
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｊ
管
轄
権
受
諾
宣
言
を
撤
回
し
た
。
だ
が
、
ソ
連
を
含
む
す
べ
て

の
東
欧
圏
諸
国
や
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
新
興
諸
国
の
大
半
は
、
そ
も
そ

も
管
轄
権
受
諾
宣
言
す
ら
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

ニ
カ
ラ
グ
ア
紛
争
の
政
治
性
に
関
す
る
米
国
の
主
張
に
つ
い
て
は
、

賛
否
両
論
が
あ
り
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
際
社
会
と
比
べ
て
は

る
か
に
組
織
度
の
高
い
国
内
社
会
に
お
い
て
も
、
裁
判
所
は
政
治
性
の

強
い
問
題
に
対
し
て

〝
司
法
自
制
〟

を
守
る
傾
向
が
あ
る
。
同
様
な
自

制
は
、
現
在
の
国
際
社
会
に
お
い
て
も
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
Ｉ
Ｃ

Ｊ
の
審
理
手
続
は
、
国
内
法
の
民
事
手
続
に
近
い
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の

職
権
探
査
能
力
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
も
と

で
、
国
際
社
会
に
対
す
る
米
国
の
い
わ
ば
刑
事
責
任
を
追
及
す
る
こ
と

が
、
客
観
的
に
ど
こ
ま
で
可
能
だ
ろ
う
か
。 

ニ
カ
ラ
グ
ア
紛
争
に
対
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
た
と
え

ば
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
裁
判
官
の
反
対
意
見
の
よ
う
に
、
審
査
の
対
象
を
友

好
通
商
航
海
条
約
に
か
か
わ
る
事
項
に
限
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
す

る
批
判
が
あ
る
。
現
在
の
規
模
と
組
織
の
も
と
で
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
国
際
紛
争

の
司
法
的
解
決
の
た
め
に
、
効
果
的
な
活
動
を
展
開
し
う
る
分
野
は
け

っ
し
て
狭
く
な
い
。 

い
か
な
る
事
件
に
対
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
取
組
み
も
、

結
局
、
そ
う
し
た
分
野
を
狭
め
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
広
げ
る
方
向

へ
向
け
て
な
さ
れ
る
べ

 

(
) 

(
) 

3

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
１
） 

た
と
え
ば
、H

. W
. Briggs, “The International Court of 

Justice Lives U
p to its N

am
e,” 81 A

 

M . J. IN
T’L  L. 78 

(1987) ; R. Falk, “The W
orld Court’s A

chievem
ent,” ibid.  

106 ; H
. H

ohm
ann &

 P. J. I. M
. de W

aart, “Com
pulsory 

Jurisdiction and the U
se of Force as a Legal Issue: The 

E
poch-M

aking Judgm
ent of the International 

Court of 
Justice in N

icaragua v. U
nited States of A

m
erica,” N

eth-
erlands nternational Law

 Review
, Vol. 34 (1987), p. 162 ff. 

I

（
２
） G

. de Lacharriere, op. cit., p. 250. 

（
３
） T. M

. Franck, “Som
e O

bservations on the ICJ’s Proce-
dural and Substantive Innovations,” 81 A

M . J. IN
T ’L  L. 

116 (1987). 

（
４
） J. Stone, Legal Controls of International Conflict (Syd-

ney; M
aitland Publications, 1959), pp. 151

―152; D
avid D

a-
vies M

em
orial Institute of International Studies, International 

D
isputes: The Legal Aspects (London; E

uropa Publications, 
1972), pp. 155

―157. 

な
お
、
小
田
裁
判
官
の
反
対
意
見
を
も
参
照

〔
第
一
節
注
（
19
）
〕
。 

（
あ
ん
ど
う
・
に
す
け 

神
戸
大
学
教
授
） 
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